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第２章 循環器病の特徴と基本的な方向性及び重点課題 

 

１．循環器病の特徴                           
 

循環器病は、加齢とともに患者数が増加する傾向にあり、悪性新生物（がん）

と比べても循環器病の患者の年齢層は高いが、他方で、小児期、若年期、青壮年

期、高齢期のいずれの世代でも発症するものであり、就労世代の患者数も一定程

度存在することにも留意が必要です。このように幅広い年代の患者が存在するこ

とから、ライフステージにあった対策を考えていくことも求められます。 

循環器病の多くは、運動不足、不適切な食生活、喫煙、飲酒等の生活習慣や肥

満等の健康状態に端を発して発症します。その経過は、生活習慣病（高血圧症、

脂質異常症、糖尿病、動脈硬化症、高尿酸血症、慢性腎臓病等）の予備群、循環

器病をはじめとする生活習慣病の発症、重症化・合併症の発症、生活機能の低下

・要介護状態※1へと進行するが、患者自身が気付かない間に病気が進行すること

も多くなっています。ただし、これらの経過のうち、いずれの段階においても、

生活習慣の改善や治療によって予防・進行抑制が可能である側面もあります。ま

た、循環器病は、急激に発症し、数分から数時間の単位で生命に関わる重大な事

態に陥り、突然死に至ることがあります。たとえ、死に至らなくとも、特に脳卒

中においては重度の後遺症を残すことも多いです。しかし、発症後早急に適切な

治療が行われれば、後遺症を含めた予後が改善される可能性があります。 

さらに、回復期及び慢性期には、急性期に生じた障害が後遺症として残る可能

性があるとともに、症状の重篤化や急激な悪化が複数回生じる危険性を常に抱え

ているなど再発や増悪しやすいといった特徴があります。また、脳血管疾患と心

疾患の両方に罹患することもあるなど、発症から数十年間の経過の中で病状が多

様に変化することも特徴の一つといえます。 
 
２．基本的な方向性                       
 
（１）循環器病に関する正しい知識の普及 
（２）循環器病の危険因子である高血圧症、脂質異常症、糖尿病等の発症予防、重

症化予防の推進 
（３）循環器病患者等への保健、医療及び福祉サービスの提供体制の充実 
（４）循環器病対策を推進するための情報の活用 
 
３．重点課題                          
 
（１）循環器病に関する正しい知識に基づく自己管理行動の定着 
（２）高血圧症、脂質異常症、糖尿病に起因する将来にわたる循環器病の発症予防  
（３）循環器病に関する予防から治療、回復支援等に至る切れ目のない提供体制の

整備 

 
※1 要介護状態とは、身体上または精神上の障害があるために、入浴、排せつ、食事等の日常生活における基

本的な動作の全部または一部について、ある程度長期に渡り継続して常時介護を要すると認められる状態を

いい、程度に応じ要介護度が１から５までに区分されます。 


